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高力ボルト接合 すべり係数試験

Q. 高力ボルトの「すべり耐力試験」と「すべり係数試験」の違いは？

A.
「すべり耐力試験」は、

Pslip ≧1.2 ×μ×m×N0×n

ここに Pslip : すべり荷重 μ : すべり係数 m : 摩擦面の数 N0 : 設計ボルト張力 n : ボルト本数

を満足するかを確認できれば十分とするものです。
一方、「すべり係数試験」は、

μ ＝ Pslip ／(m × Ni ×n)

ここに μ : すべり係数 Pslip : すべり荷重 m : 摩擦面の数 Ni : 初期締付け力 n : ボルト本数

の式をもとにすべり係数を求めるものです。高力ボルトの場合は0.45以上、溶融亜鉛めっき高力ボ
ルトの場合は0.4以上のすべり係数値が必要となります。このすべり係数を求めるためには、導入
ボルト張力（初期締付け力）を測定する必要があります。原則としてボルト軸部（円筒部）にひずみ
ゲージを貼ってひずみを検出する必要があり、非常にコストと手間のかかる方法といえます。
なお、JASS6では原則としてすべり係数試験としています。
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標準試験体の寸法等（400N/mm2級鋼材の場合：めっき高力ボルト）
すべり係数試験用にひずみゲージ
を貼った高力ボルトの例

標準試験体の寸法等（SN490およびSM490の場合）

標準試験体の寸法等（SN400およびSS400の場合）

すべり試験用標準試験体の形状・寸法例
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